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勝
幡
駅
前
開
発
の
現
状
は

防
災「
消
火
栓
」の
整
備
状
況
は

質
　
問

　

買
収
す
る
土
地
が
2
筆
残
っ
て

い
た
が
、
円
満
解
決
し
た
の
か
。

経
済
建
設
部
長

　

本
年
度
に
理
解
を
得
ら
れ
契
約

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
で
土

地
59
筆
す
べ
て
完
了
し
た
。

質
　
問

　

海
部
津
島
土
地
開
発
公
社
か

ら
愛
西
市
へ
の
買
い
戻
し
進
捗
状

況
は
。

総
務
部
長

　

21
年
度
は
23
筆
で
2
千
884
・
77

㎡
、
33
・
48
％
。
22
年
度
は
17
筆

質
　
問

　

市
と
し
て
消
火
栓
を
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
る
の
か
。

消
防
長

　

消
防
水
利
に
は
消
火
栓
、
防
火

水
槽
、
自
然
水
利
な
ど
が
あ
る
。

　

消
火
栓
に
つ
い
て
は
、
65
ミ
リ

の
口
径
を
有
す
る
も
の
と
定
め
、

40
ミ
リ
の
簡
易
消
火
栓
は
消
防
水

で
2
千
464
・
40
㎡
、
37
・
84
％
。

23
年
度
は
残
り
28
・
68
％
と
な
る
。

質
　
問

　

愛
西
市
が
取
得
し
た
土
地
、
海

部
津
島
土
地
開
発
公
社
が
も
っ
て

い
る
土
地
は
、勝
幡
駅
前
開
発
工
事

が
始
ま
る
前
に
使
用
で
き
な
い
か
。

　

雨
の
日
の
朝
、
出
勤
・
通
学
時

に
駅
へ
の
車
で
混
雑
す
る
た
め
、

U
タ
ー
ン
が
で
き
る
場
所
を
確
保

で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な

ど
に
も
使
用
で
き
な
い
か
。

都
市
計
画
課
長

　

建
物
の
取
り
壊
し
が
終
わ
っ
た

後
、
必
要
最
小
限
の
工
事
を
考
え

た
中
で
、
利
用
し
や
す
い
形
は
つ

く
り
た
い
。

利
と
し
て
は
該
当
し
な
い
。

　

佐
織
地
区
に
は
40
ミ
リ
の
簡
易

消
火
栓
が
723
ヵ
所
あ
る
。
40
ミ
リ

の
簡
易
消
火
栓
は
今
後
新
設
は
行

わ
ず
、
現
状
維
持
と
し
て
い
る
。

　

佐
織
地
区
以
外
の
地
区
へ
は
、

消
火
栓
付
近
に
40
ミ
リ
ホ
ー
ス
を

3
本
と
、
65
ミ
リ
口
径
か
ら
40
ミ

リ
口
径
へ
落
と
す
金
具
な
ど
を
収

納
し
た
ホ
ー
ス
格
納
箱
を
順
次
設

経
済
建
設
部
長

　

踏
み
切
り
工
事
に
あ
わ
せ
、
道

路
の
線
形
を
つ
く
る
工
事
を
平
成

置
し
て
い
る
。

　

佐
屋
地
区
は
消
火
栓
383
、
防
火

水
槽
154
の
計
537
。
立
田
地
区
は
消

火
栓
231
、
防
火
水
槽
37
の
計
268
。

八
開
地
区
は
消
火
栓
11
、
防
火
水

槽
69
の
計
80
。
佐
織
地
区
は
消
火

栓
277
、
防
火
水
槽
104
の
計
308
。
合

計
で
消
火
栓
が
902
、
防
火
水
槽
が

364
の
総
合
計
1
千
266
ヵ
所
で
あ
る
。

質
　
問

　

消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
を
今
後
ど
の

よ
う
に
整
備
し
、
ど
の
よ
う
に
管

理
す
る
の
か
。

総
務
部
長

　

昨
年
度
ま
で
に
301
基
設
置
し
て

い
る
。
今
年
度
も
計
画
的
に
各
自

主
防
災
会
の
会
長
と
協
議
し
て
い

く
予
定
。
維
持
管
理
に
つ
い
て
は

地
域
に
お
願
い
し
、
ホ
ー
ス
の
修

理
な
ど
に
つ
い
て
は
、
状
況
に
よ

り
消
防
署
と
協
議
し
て
い
く
。

佐織地区の簡易消火栓

23
年
度
か
ら
一
部
着
手
す
る
た

め
、
他
の
利
用
は
難
し
い
。




